
能力開発セミナーをご利用いただいた企業の声

東京ステンレス研磨興業株式会社は、ステンレスの研磨・精製加工
専業会社です。
業界随一の設備陣容と独自ラインにより、研磨から切断までの一貫

した品質管理体制にてステンレス加工を行っています。長年に渡り、
他ステンレスメーカーからの直接受託加工実績があります。
創業から70年以上経ち、そこからの知識・経験と技術開発部門から、

ステンレス鋼への多様なニーズに対応しています。各都市への物流ア
クセスの良さを兼ね備え、千葉、福岡、札幌の拠点体制から地域に合
わせたサービスセンター機能を有しています。

東京ステンレス研磨興業株式会社 様

受講して
いただいた
コース

▶精密測定技術
ノギス、外側マイクロメータ、シリンダゲージ等の精密測定器の正しい取り扱いと測定方法を習得するコース

受講していただいた方の声
製造部・資材兼務次長 野澤 孝之 様

●仕事で役に立っている内容を教えてください。
各グループで使用しているマイクロメータは毎朝、グループ長がゼロ点確認・調整をしてから測定可能としています。そのため、グループ長は毎朝必ず職場に

いる必要がありました。このセミナーを受講してからは、グループ長が朝に不在となっても、代わりにゼロ点確認・調整ができ、仕事が円滑に進むようになりま
した。

●セミナーを受講した理由を教えてください。
コイル状のステンレス材を、顧客の指示通りの寸法に切断する際、許容範囲の板厚で

あることを確認するためにマイクロメータを使用しています。また、切断後の板幅や長
さをノギスで測定することもあります。ノギスやマイクロメータといった精密測定器を
常に使用しています。しかし、漠然と使用している社員もいて、正しい取り扱い方法を
しっかりと習得したく、ポリテクセンターで実施しているセミナーを受講しました。

●今後の貴社の人材育成方針を教えてください。
まずは上層部からセミナーを受講しました。受講内容をOJTで伝達することも視野に入れていましたが、全社員にはしっかりと精密測定器の取り扱い方や測定

方法を習得してもらいたいと考え、数回に分けてセミナーを受講させることを検討しています。
また、出荷時の測定・検査を行っている検査員（社内規格で規定）の人数を、セミナー受講を機に増員したいと考えています。

野澤 様 社内での測定風景 切断前のステンレス板


